
アクションカード 

救急医療情報シートを準備 

□ 傷病者の救急医療情報シートを準備する。 

□ 緊急連絡先の家族や医師に連絡する。 

□ 救急隊へ救急医療情報シートのコピーを渡す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

アクションカード 

発見者 

□ 
緊急事態の発生を施設内職員に知らせる。 

（通信機器や大声を出す） 

□ 

救急医療情報シートを確認する。 

（人生会議（ACP）に基づく、心肺蘇生の実施を 

望まない意思の有無を確認する。） 

□ アクションカードを確認する。 

□ 応急手当を開始する。 

□ 
集まった人に役割を指示する。 

（アクションカードの配布） 

□ 到着した救急隊に状況を報告する。 



アクションカード 

１１９番通報 

□ 
出来るだけ傷病者の見える位置で 

１１９番通報を行う。 

□ 通信指令員の質問に落ち着いて回答する。 

□ 応急手当の状況を伝える。 

□ １１９番通報したことを、施設内職員に共有。 

＜通報例＞ 

消防 通報者 

火事ですか？救急ですか？ 救急です。 

救急車が向かう住所を教えてください。 吹田市○町〇番○○施設です。 

どうされましたか？ 入居者が倒れました。 

意識・呼吸はありますか？ 
意識・呼吸がなく心肺停止です。 
職員が応急手当を実施しています。 

最後にあなたの名前と電話番号は？ ○○（フルネーム）、〇〇-○○－〇〇 

※上記は参考例です。発生状況や救急隊の誘導などをお聞きすることがあります。 



アクションカード 

応急手当 

□ 肩を軽くたたきながら、大声で呼び掛ける。 

□ 胸と腹部の動きから、呼吸をみる。 

□ 
呼吸がないか判断が迷う時 

⇒胸骨圧迫を開始する。 

□ 
ＡＥＤが到着したら 

⇒電源を入れ、電極パッド装着後、電気ショック。 

□ 
普段どおりの呼吸がある時 

⇒気道確保を行う。 

□ 到着した救急隊に状況を報告する。 

 

 

 

 



アクションカード 

AED を取りにいく。 

□ AED を取りにいく。 

□ 傷病者の頭の近くに置く。 

□ 
AED の電源を入れる。 

（ふたを開けると自動的に電源が入る場合あり） 

□ 電極パッドを傷病者の胸に貼る。 

□ 
電気ショックを行う。 

（音声メッセージに従い実施） 

□ 電気ショックのショック回数を把握（      回） 

 

 

 

 



アクションカード 

救急隊の誘導 

□ 正面玄関を開放する。 

□ 
ストレッチャーが通れるよう、現場までの 

導線の確保をする。 

□ 
エレベーターを使用する場合は、１階に待機させ 

速やかに使用できるように準備をする。 

□ 
正面玄関まで救急隊を迎えに行き、 

停車位置に誘導する。 

□ 救急隊員（３名）を、現場まで誘導する。 

□  

 

 

 

 



アクションカード 

救急車に同乗する者の準備 

□ 被保険者証 

□ 個別ファイル 

□ 処方箋のコピー 

□ お金（受診費用） 

□ 付添者の携帯電話 

□  

 


